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研究課題名「ヒト神経芽腫のシングルセル遺伝子発現解析及び初代培養」に関

する情報公開 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、2018年10月から2027年3月の間に、名古屋大学医学部附属病院に

て神経芽腫と診断もしくは腫瘍マーカーの結果などから強く神経芽腫と強く疑われており、

本研究に参加の同意をされた方です。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的：がん組織は、様々な個性をもったがん細胞や、がん細胞の組織を支える様々な正

常細胞を含んだ細胞の集合体です。私たちは神経芽腫のがん組織の中に含まれるがん細胞

がどのような特徴を持っているのか、その成り立ちをより詳しく理解するために、1細胞単
位で細胞の特徴（遺伝子発現情報）を調べたいと思っています。また、そのがん組織に含ま

れているがん細胞を実験で利用できるようにするために、細胞培養したいと思っています。

本研究で得られた成果は、今後の神経芽腫研究の基盤になり得るもので、新たな治療方法の

開発など今後の医学の発展に役立てたいと考えております。 
 
研究方法：本研究では通常の診療の過程で切除されたがん組織の一部を使用します。まず、

細胞の集合体であるがん組織を細かく切り分けたものを、酵素処理などでバラバラにし、1
細胞ずつ分けた状態（1細胞懸濁液）で凍結保存します。この試料を連結可能匿名化して厳
重に保管します。その後、実験の準備が整い次第、凍結した細胞を融解し、1細胞懸濁液か
ら 1細胞ずつ分画し、1細胞の中で発現している遺伝子の量を測定します。また、凍結した
細胞を融解し、培養皿の上で特殊な栄養を与えて細胞を培養し、がん細胞を増やします。増

えたがん細胞を用いて神経芽腫の性質を詳細に調べ、新しい治療方法の開発などに用いる

予定です。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2028年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
試料：腫瘍片（診療目的で行われる生検や手術により摘出した腫瘍の余剰検体を研究用の試

料とするため、本研究参加に際して新たな侵襲は伴いません。） 
 



 

 

 

情報：カルテ（既存の診療情報）から転機する項目として、年齢、性別、腫瘍発生部位、生

検部位、ステージ 等 
 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

住所：愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65 医系研究棟2号館 3階分子生物学 
電話：052-744-2060 
所属・氏名：名古屋大学大学院医学系研究科分子生物学 助教坪田庄真 

 
研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科分子生物学 教授 門松健治 
 


